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５
月
10
日
（
水
）、
東
市
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
令
和
５
年
度
東
区

ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
東
区
役
所

に
て
藤
原
俊
廣
会
長
は
じ
め
７
名
が

参
加
し
て
の
縮
小
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
多
数
の
来
賓
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
２
１
９
名
が
参
加

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、
議
長
に

は
美
和
台
校
区
の
吉
田
利
治
氏
が
選

任
さ
れ
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
や

収
支
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
収
支
予

算
（
案
）
を
審
議
し
、す
べ
て
承
認・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
は
式
典
お
よ
び
総
会

終
了
後
に
82
歳
の
現
役
ド
ラ
マ
ー
で

あ
る
チ
ャ
バ
バ（
河
野
和
加
子
さ
ん
）

に
よ
る
ド
ラ
ム
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
70
歳
を
過
ぎ
て
趣
味
で
始
め

た
ド
ラ
ム
で
す
が
、
今
や
Y
o
u 

T
u
b
e
で
１
６
６
万
回
を
超
え

て
再
生
視
聴
を
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
今

年
後
半
か
ら
は
1
年
ほ
ど
か
け
て
日

本
各
地
で
演
奏
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。「
1
0
0
歳
ま
で
ド
ラ
ム
を

続
け
た
い
。
そ
し
て
自
分
の
演
奏
等

を
通
し
て
、目
標
を
持
っ
て
生
き
る
、

や
れ
ば
で
き
る
と
伝
え
て
ま
わ
る
こ

チャババによるドラム演奏

【特別講演】【特別講演】

令和５年度 総会開催

議長の吉田氏議長の吉田氏 藤原会長あいさつ藤原会長あいさつ

積極的な活動で積極的な活動で
魅力ある長寿社会に魅力ある長寿社会に

出席された会員の皆さん出席された会員の皆さん

令和5年度役員紹介令和5年度役員紹介
役　職 氏　名 校　区
会　長 藤原 　俊廣 香椎下原

副会長 木場 　豊文 若　宮
四宮 カヅ子 香　陵

会　計 橋口 　秀晴 香　椎

監　事 西村　浩二 舞松原
伊藤　卓弥 筥　松

と
が
今
の
目
標
」
と
の
お
話
に
、
参

加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
深
く
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
新
規
発
症
者
の
数
も
落

ち
着
き
、
本
年
度
実
施
予
定
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
例
年
通

り
開
催
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
も
全
国

三
大
運
動
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」

の
展
開
を
基
本
と
し
て
、
特
に
一
層

の
会
員
増
強
を
図
り
、
友
愛
活
動
・

特
殊
詐
欺
防
止
活
動
・
生
き
が
い
や

健
康
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
、
地
域

貢
献
に
努
め
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
豊
か
で
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り

に
向
け
て
引
き
続
き
事
業
活
動
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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1
会
の
運
営

❶
総
会
の
開
催

　

令
和
4
年
5
月
10
日
（
火
）、
東
区

役
所
２
０
１
会
議
室
に
て
5
名
（
会

長
・
副
会
長
・
会
計
・
監
事
）
参
加
。

委
任
状
１
９
９
名
（
定
数
２
３
８
名

の
84
％
）

　

令
和
3
年
度
事
業
・
決
算
報
告
及

び
令
和
4
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等

を
決
定
し
た
。

❷
運
営
委
員
会

　

毎
月
１
回
の
定
例
会
と
し
て
、
委

員
28
名
（
校
区
連
合
会
長
23
名
、
女

性
部
代
表
4
名
、
そ
の
他
1
名
）
に

よ
り
年
12
回
開
催
し
、
会
の
運
営
と

事
業
推
進
を
協
議
し
た
。

❸
専
門
部
会

　

総
務
部
会
・
教
養
文
化
部
会
・
体

育
部
会
・
健
康
部
会
・
広
報
部
会
・

伝
承
社
会
奉
仕
部
会
・
女
性
部
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
開
催
し
た
。

❹
女
性
部
会

　

校
区
女
性
部
長
（
23
名
）
等
の
連

絡
会
を
奇
数
月
中
心
に
開
催
し
、
女

性
部
活
動
の
推
進
な
ど
協
議
し
た
。

❶
東
区
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
及
び

新
任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

　

令
和
4
年
5
月
27
日
（
金
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー

　

対
象
者
30
名
（
出
席
23
名
）

　

済
生
会
病
院
出
張
健
康
教
室
の
堀

川
美
幸
氏
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
。

2
指
導
者
の
資
質
の
向
上

�

な
ら
び
に
育
成
事
業

�

令
和
4
年
度�

事
業
報
告

❷
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
4
年
7
月
7
日
（
木
）、
8
日

（
金
）、
長
崎
市

　

藤
原
会
長
出
席

❸
東
区
男
女
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
４
年
9
月
12
日
（
月
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　

２
９
１
名
が
参
加

　

N
P
O
法
人
健
康
サ
ロ
ン
の
水
内

恵
子
氏
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
。

❹
全
老
連
創
立
60
周
年
記
念

	

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

令
和
４
年
11
月
7
日
（
月
）、
8
日

（
火
）、
東
京
都

　

藤
原
会
長
出
席

❺
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

女
性
部
会
研
修
会

　

令
和
4
年
12
月
9
日
（
金
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
１
７
９
名

（
う
ち
東
区
22
名
）
が
参
加
。

　

花
王
グ
ル
ー
プ
の
土
屋
里
美
氏
に

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

❻
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

　

令
和
5
年
1
月
23
日
（
月
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
て
39
名
（
う

ち
東
区
7
名
）
が
参
加
。

　

認
定
こ
ど
も
園
愛
宕
幼
稚
園
の
大
島

弘
枝
氏
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

3
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

�

活
動
の
促
進

❶
友
愛
訪
問
事
業

　

令
和
4
年
度
は
、
１
１
７
班
が
結

R
3
年
度
R
4
年
度

ク
ラ
ブ
数

１
３
0

１
２
８

設
置
数

１
２
0

１
１
７

設
置
率（
％
）
92
・
3

91
・
4

4
健
康
を
進
め
る
運
動
の
推
進

❶
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

　
お
よ
び
参
加

◆
第
13
回
東
区
高
齢
者

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
４
年
8
月
26
日
（
金
）、
福
岡

市
立
東
体
育
館
競
技
場
に
て
93
名
が

◆
友
愛
訪
問
班
設
置
状
況

❷
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
施
設
が
受
け
入
れ
で
き
ず
、

実
施
し
て
い
な
い
。

❸
社
会
奉
仕
の
日

　

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

　

令
和
4
年
9
月
20
日
（
火
）

　

１
２
８
単
位
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、

１
１
７
単
位
ク
ラ
ブ
が
次
の
と
お
り

参
加
し
た
。

・
美
化
活
動

　

80
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
１
５
８
０

名
が
参
加
し
た
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
活
動

　

1
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
6
名
が
参

加
し
た
。

・
美
化
と
環
境
同
時

　

36
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
６
４
８
名

が
参
加
し
た
。

成
さ
れ
、
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、

夫
婦
暮
ら
し
等
の
家
庭
を
訪
問
し
、

友
愛
訪
問
活
動
を
展
開
し
た
。

◆
友
愛
訪
問
説
明
会

　

令
和
5
年
3
月
10
日
（
金
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
２
３
６
名

が
参
加
。

　

N
P
O
法
人
健
康
サ
ロ
ン
の
水
内
恵

子
氏
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
。

◆
第
44
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
４
年
度
よ
り
廃
止
。

◆
第
30
回
東
区
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
４
年
10
月
５
日
（
水
）、
雁

の
巣
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
個
人
戦

１
４
４
名
参
加
。
※
例
年
の
約
半
数

◆
令
和
4
年
度
福
岡
市
健
康
づ
く
り

　
　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
4
年
9
月
14
日
（
水
）、
市

民
福
祉
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
て
、
29
名

（
う
ち
東
区
2
名
）
参
加
し
、
認
知

症
予
防
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
。

◆
第
21
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
4
年
10
月
26
日
（
水
）、
舞

鶴
公
園
球
技
場
・
野
球
場
に
て
、
東

区
ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
52
名
出
場

（
黄
コ
ー
ト
優
勝
・
和
白
東
校
区　

小
野
文
義
氏
）。

◆
第
17
回
東
区
高
齢
者

　
　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

令
和
4
年
11
月
25
日
（
金
）、
東

体
育
館
競
技
場
に
て
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
を
行
い
、
78
名
参
加
。

◆
東
区
高
齢
者
健
康
教
室　

　

令
和
5
年
2
月
9
日
（
木
）、
福

岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
て
58
名
が

参
加
。

　

東
区
地
域
保
健
福
祉
課
の
方
に
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

◆
第
12
回
福
岡
市

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
5
年
2
月
4
日
（
土
）、
福

岡
市
民
体
育
館
に
て
１
３
５
名
（
う

ち
東
区
27
名
）
が
参
加
。（
優
勝
・

舞
松
原
校
区　

那
須
昭
代
氏
、
準
優

勝
・
和
白
東
校
区　

森
永
正
登
氏
、

最
高
齢
者
賞
（
男
性
）・
香
椎
東　

宮
邉
政
城
氏
（
90
歳
））
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令和 5 年度 各専門部長・副部長

◆
第
46
回
東
区
高
齢
者
演
芸
大
会

　

令
和
４
年
7
月
21
日
（
木
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
の
た
め
中
止

◆
第
51
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
4
年
7
月
29
日
（
金
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
61
名
（
う

ち
東
区
11
名
）
が
参
加
。（
囲
碁
の
部

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦　

優
勝
・
城
浜
校

区　

村
岡
節
夫
氏
、
準
優
勝
・
和
白

校
区　

島
本
隆
芳
氏
、
将
棋
の
部
有

段
戦　

準
優
勝
・
松
島
校
区　

宮
地

雄
一
郎
氏
）

◆
第
60
回
福
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉

5
そ
の
他
の
活
動

❶
文
化
活
動
の
充
実

◆
第
45
回
東
区
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
4
年
6
月
23
日
（
木
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
の
た
め
中
止

◆
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
発
行

91
号　

６
０
０
０
部　

　

令
和
４
年
7
月
15
日
発
行

　

投
稿
１
８
１
作
品

92
号　

６
０
０
０
部

　

令
和
5
年
1
月
1
日
発
行

　

投
稿
１
９
６
作
品

大
会

　

令
和
4
年
9
月
1
日
（
木
）、
福
岡

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
７
３
８
名
、

演
芸
出
演
団
体
25
団
体
（
う
ち
東
区

3
団
体
）
が
参
加
。

◆
第
52
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

　

令
和
4
年
10
月
12
日
（
水
）
～
10

月
16
日
（
日
）、福
岡
市
美
術
館
に
て
、

東
区
ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
10
点
出
品

（
洋
画
6
点
・
日
本
画
1
点
・
書
0
点
・

写
真
1
点
・
工
芸
2
点
）。

◆
第
15
回
東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大

会
　

令
和
4
年
12
月
22
日
（
木
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
35
名
出
演
。

※会場等の都合により、期日、会場等が変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症予防のため、中止等となる事業があります。

部　名 正副部長　
総務部
（4 名）

部　長 藤原　俊廣 香椎下原

副部長 木場　豊文 若　宮
教養部
（7 名）

部　長 山下喜久男 美和台
副部長 山下　聖夫 香椎東

体育部
（6 名）

部　長 西　憲二郎 舞松原
副部長 福永　　栄 三　苫

部　名 正副部長　
健康部
（6 名）

部　長 堤　　　章 筥　松
副部長 安部　五男 香　陵

広報部
（5 名）

部　長 古野　一則 青　葉
副部長 田中　友春 名　島

部　名 正副部長　
奉仕部
（3 名）

部　長 山田　　勝 馬　出
副部長 藤井　　昇 照　葉

女性部
（4 名）

部　長 四宮カヅ子 香　陵
副部長 長野　光子 松　島

月 事　業　名 期　日 会　場 対 象 者 等

5
区　総会 10 日（水）東市民センター 単位クラブ会長・女性部長
市　総会 23 日（火）福岡市民会館 単位クラブ会長・校区女性部長
区　新任会長等研修会 26 日（金）東市民センター 新任会長・校区女性部長

6 区　高齢者囲碁・将棋大会 14 日（水）東市民センター 区高齢者

7

九州ブロック
老人クラブリーダー研修会

6 日（木）
7 日（金） 福岡市 区役員・副役員

区　ねんりんクラブだより 15 日発行 会員他
区　高齢者演芸大会 20 日（木）東市民センター 区高齢者
市　高齢者囲碁・将棋大会 28 日（金）市民福祉プラザ 区大会入賞者

8 区　ソフトダーツ大会 25 日（金）東体育館 区高齢者

9

市　高齢者保健福祉大会 1日（金） 福岡市民会館 市高齢者
区　男女リーダー研修会 8 日（金） 東市民センター 単位クラブ役員等
市　健康づくりリーダー研修会 14 日（木）市民福祉プラザ 校区役員等
全国一斉社会奉仕の日 20 日（水）各校区内 会員

10

市　高齢者ゲートボール大会 令和 4 年度より廃止
区　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 4 日（水） 雁の巣レクリエー

ションセンター 区高齢者

市　高齢者美術展 11日（水）〜
15日（日） 福岡市美術館 市高齢者

市　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 24 日（火）舞鶴公園 区大会入賞者

11 全国老人クラブ大会 8日（水）〜
9日（木） 秋田県 区会長他

区　高齢者健康スポーツ大会 24 日 ( 金 ) 東体育館 区高齢者
12 区　高齢者カラオケ大会 21日（木）東市民センター 区高齢者

1
区　ねんりんクラブだより 1日発行 会員他
市　老人クラブリーダー
　　養成研修会 25 日（木）市民福祉プラザ 会員

2 市　ソフトダーツ大会 2 日（金） 福岡市民体育館 区代表
区　高齢者健康教室 9 日（金） 東市民センター 会員

3 区　友愛訪問説明会 11日（月）東市民センター 班長・単位クラブ会長他
運営委員会 月 1 回 東区役所他 校区会長および女性部代表
女性部長連絡会 奇数月 東区役所他 校区女性部長等
専門部会 随　時 東区役所他 運営委員

令和 5 年度 月間事業計画
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福
岡
と
博
多

舞
松
原
校
区
　
あ
か
つ
き
会
　
田
尻
　
和
馬

　
「
続
日
本
紀
」（
7
9
7
）に「
博

多
大
津
」
の
名
が
あ
り
、「
土
地

が
博（
ひ
ろ
）く
、人
、産
物
多
し
」

と
い
う
説
明
か
ら
「
博
多
」
が
生

ま
れ
た
と
い
う
説
と
、
大
鳥
が
羽

を
広
げ
た
よ
う
な
地
形
か
ら
「
羽

形
」、
海
外
に
出
る
船
の
停
泊
す

　
2
月
9
日
（
木
）、
福
岡
リ
ー
セ

ン
ト
ホ
テ
ル
に
て
3
年
ぶ
り
に
開

催
し
、
58
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
講
師
に
東
区
役
所
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉

課
の
方
を
お
招
き
し
、『
よ
か
ト
レ

で
地
域
を
元
気
に
！
』
と
題
し
た

講
話
を
聞
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
引
き

こ
も
り
が
ち
に
な
り
硬
く
な
り
つ

つ
あ
る
体
を
、
参
加
し
た
会
員
の

皆
さ
ん
と
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に

は
、
今
回
の
健
康

教
室
で
習
っ
た
こ

と
を
活
か
し
な
が

ら
、
日
々
の
生
活

で
も
継
続
し
健
康

寿
命
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

る
潟
か
ら
「
泊
潟
」、
射
た
鶴
の

羽
が
落
ち
た
所
か
ら
「
羽
片
」
な

ど
、
数
説
あ
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
「
福
岡
」
は
、
黒
田
長
政

が
関
ケ
原
合
戦
に
お
い
て
、
徳
川

家
康
軍
の
勝
利
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
慶
長
５
年
（
1
6
0
0
）、

筑
前
の
国
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
当

初
、
前
領
主
（
小
早
川
秀
秋
）
の

居
城
の
「
名
島
城
」
を
居
城
と
し

ま
し
た
が
、
手
狭
だ
っ
た
こ
と
か

ら
現
在
の
福
岡
市
中
央
区
に
城
を

築
き
、
黒
田
家
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
「
備
前
の
国
福
岡
（
現
在
の
岡

山
県
瀬
戸
内
市
長
船
町
）」
の
名

前
を
と
っ
て
「
福
岡
城
」
と
名
付

け
ま
す
。以
後
、城
下
町
の「
福
岡
」

と
貿
易
都
市
の
「
博
多
」
が
藩
の

商
工
業
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　
文
明
開
化
が
進
む
明
治
4
年

（
1
8
7
1
）、「
廃
藩
置
県
」
が

実
施
さ
れ
、
福
岡
県
が
誕
生
し
ま

す
。
そ
し
て
、武
士
の
町
「
福
岡
」

と
商
人
の
町
「
博
多
」
が
一
緒
に

な
り「
福
博
市
」が
生
ま
れ
ま
す
。

つ
い
で
、明
治
21
年
（
1
8
8
8
）

「
市
制
の
施
行
」に
伴
い「
新
市
名
」

を
議
員
の
投
票
で
決
め
る
こ
と
に

な
り
、結
果
は「
福
岡
」と「
博
多
」

が
同
数
で
決
着
つ
か
ず
。
そ
こ
で

議
長
が
投
票
に
加
わ
り
「
福
岡
」

に
一
票
を
投
じ
、
新
市
名
は
「
福

岡
市
」
に
決
定
。
そ
の
代
わ
り
？

に
市
の
玄
関
口
に
あ
た
る
鉄
道
の

駅
が
「
博
多
駅
」
と
な
り
、
市
を

福
岡
に
敗
れ
た
博
多
は

　
　
　
多
く
の
名
を
遺
す

福
岡
と
博
多
の
名
の
由
来

　
3
月
10
日
（
金
）、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
友
愛
訪
問
事
業
等
説

明
会
を
行
い
、
２
３
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
体
験
発
表
で
は
照
葉
校
区
照
葉

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
の
上
床
正
一

氏
と
東
箱
崎
校
区
連
合
会
長
の
江

﨑
征
二
氏
よ
り
友
愛
訪
問
を
通
し

て
の
活
動
体
験
発
表
が
あ
り
、
そ

の
後
、
友
愛
訪
問
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
事
務
局
の
鶴
田
義
武
氏
よ

り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

事
業
補
助
金
の
報
告
と
申
請
に
つ

い
て
、
東
区
役
所
の
福
祉
・
介
護

保
険
課
高
齢
者
福
祉
係
の
方
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
「
高
齢
期
に
お
薦
め
の

運
動
習
慣
は
こ

れ
！
」
と
題
し

て
、
N
P
O
法

人
健
康
サ
ロ
ン

の
方
に
講
演
を

行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
5
月
26
日
（
金
）、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
・
新
任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

を
36
名
が
参
加
の
も
と
開
催
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
現
在
の
東
区
ね
ん
り

ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
状
況
や
、

会
長
と
し
て
の
基
本
的
な
業
務
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
名
島
校
区
連
合
会
会

令
和
４
年
度
健
康
教
室

友
愛
訪
問
事
業
等
説
明
会

新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・

新
任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

長
の
田
中
友
春
氏
よ
り
「
1
年
を

ふ
り
か
え
っ
て
」、
舞
松
原
校
区

女
性
部
長
の
河
村
冨
美
子
氏
よ
り

「
女
性
部
長
に
な
っ
て
」
と
題
し

た
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
済
生
会
福
岡
総
合
病
院
の
方
を

講
師
に
迎
え
て
「
脳
の
い
き
い
き

教
室
～
認
知
症
の
予
防
と
運
動

～
」
と
題
す
る
教
養
講
座
を
設
け

ま
し
た
。
こ
の
講
座
で
は
脳
機
能

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
問
題
を
解
い
た

り
、
座
っ
た
状
態
で
も
行
え
る
健

康
運
動
で
実
際
に
体
を
動
か
し
て

み
る
な
ど
実
技
を
交
え
な
が
ら
、

認
知
症
予
防
と
老
化
予
防
に
つ
い

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田中会長田中会長

河村部長河村部長
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流
れ
る「
那
珂
川
」の
西
側
を「
福

岡
」、
東
側
を
「
博
多
」
と
す
る

呼
び
名
も
残
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

「
博
多
帯
」、「
博
多
織
」、「
博
多

祇
園
山
笠
」、「
博
多
ど
ん
た
く
」、

「
博
多
に
わ
か
」
こ
れ
に
は
「
博

多
弁
」
が
使
わ
れ
ま
す
。「
博
多

人
形
」、そ
し
て
大
き
く「
博
多
湾
」

な
ど
、「
博
多
」
を
冠
す
る
も
の

が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

そ
の
１
、
神
功
皇
后
（
4
世
紀
）

と
3
つ
の
お
宮

　
第
14
代
天
皇
の
仲
哀
天
皇
は
神

功
皇
后
を
伴
い
熊
襲
（
く
ま
そ
）

討
伐
の
た
め
筑
紫
に
や
っ
て
き
ま

す
。「
橿
日
宮
」（
か
し
い
の
み
や
）

で
「
熊
襲
よ
り
新
羅
（
し
ら
ぎ
）

を
攻
め
よ
」
と
の
神
託
を
受
け
ま

す
が
、
仲
哀
天
皇
は
熊
襲
の
征
伐

に
向
か
い
敗
北
し
て
撤
退
。
2
年

後
に
は
今
の
香
椎
宮
で
病
没
。
後

に
残
さ
れ
た
神
功
皇
后
は
軍
を
率

い
て
新
羅
を
攻
め
ま
す
。
新
羅
は

戦
わ
ず
し
て
降
伏
し
、高
句
麗（
こ

う
く
り
）、
百
済
（
く
だ
ら
）
ま

で
従
わ
せ
ま
す
。
帰
途
、
神
功
皇

后
は
筑
紫
で
産
気
づ
き
、
の
ち
の

応
神
天
皇
を
出
産
さ
れ
ま
す
。
そ

の
地
は「
生
み
」に
ち
な
ん
で「
宇

美
」
と
名
付
け
ら
れ
、「
宇
美
八

幡
宮
」
が
建
立
さ
れ
ま
す
。「
筥

崎
宮
」は
応
神
天
皇
の「
え
な
」（
後

産
）
を
筥
（
は
こ
）
に
入
れ
て
収

め
た
所
と
さ
れ
、「
香
椎
宮
」
は

仲
哀
天
皇
の
仮
宮
の
跡
で
、
後
に

仲
哀
天
皇
と
神
功
皇
后
の
廟
が
建

て
ら
れ
、
さ
ら
に
「
香
椎
宮
」
と

な
り
ま
す
。
戦
前
に
は
「
官
幣
大

社
」
と
し
て
敬
わ
れ
、
戦
後
そ
の

名
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
現
在

も
天
皇
か
ら
の
参
向
を
受
け
て
い

ま
す
。
お
宮
の
裏
手
に
は
、
仲
哀

天
皇
に
仕
え
、
3
0
0
歳
ま
で

生
き
た
と
さ
れ
る
「
武
内
宿
祢
」

（
た
け
う
ち
の
す
く
ね
）
の
住
居

跡
が
あ
り
、
近
く
に
「
不
老
水
」

が
湧
き
出
て
い
ま
す
。

そ
の
２
、
2
度
の
元
寇
は
暴
風
雨

に
救
わ
れ
る

　
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）
皇
帝
フ
ビ
ラ

イ
か
ら
の
6
度
に
わ
た
る
国
書
を

時
の
幕
府
（
北
条
時
宗
）
は
黙
殺

し
ま
す
。
怒
っ
た
フ
ビ
ラ
イ
は
文

永
11
年
（
1
2
7
4
）
11
月
、
元

と
高
麗
の
連
合
軍
を
博
多
湾
に
差

し
向
け
ま
す
。
激
し
い
攻
撃
に
日

本
軍
は
敗
退
。
し
か
し
、
夜
に
元

軍
が
船
へ
戻
っ
た
時
、
暴
風
雨
に

襲
わ
れ
艦
船
は
破
損
し
、
全
軍
撤

退
し
ま
す
。

　
幕
府
は
こ
の
文
永
の
役
を
教
訓

と
し
、
博
多
湾
岸
に
20
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
石
の
防
塁
を
築

き
、
次
の
来
襲
に
備
え
ま
す
。
弘

安
4
年
（
1
2
8
1
）
の
8
月
、

元
と
高
麗
の
連
合
軍
14
万
が
再
度

博
多
湾
に
来
襲
し
ま
し
た
が
、
防

博
多
湾
に
ま
つ
わ
る
歴
史

最
後
に

そ
の
4
、
足
利
尊
氏
は
多
々
良
浜

で
旗
揚
げ

　
足
利
尊
氏
が
朝
廷
軍
に
敗
れ
、

九
州
へ
落
ち
延
び
て
き
ま
す
。
九

州
に
は
朝
廷
派
と
足
利
派
が
い

て
、建
武
3
年（
1
3
3
6
）、多
々

良
浜
（
現
福
岡
市
東
区
の
福
岡
流

通
セ
ン
タ
ー
の
地
）
で
両
派
が
戦

い
、
足
利
派
が
勝
利
。
そ
の
勢
い

で
中
央
へ
舞
い
戻
り
ま
す
。

そ
の
5
、
秀
吉
に
よ
る
博
多
の
町

づ
く
り

　
戦
国
時
代
、
博
多
は
諸
大
名
の

争
い
の
場
と
な
り
、
最
終
的
に
は

島
津
が
占
領
し
ま
す
が
、
九
州
平

定
を
目
指
す
秀
吉
勢
の
来
襲
を
知

り
、
天
正
14
年
（
1
5
8
6
）
博

多
を
焼
き
払
っ
て
撤
退
。
秀
吉
は

黒
田
如
水
に
町
の
復
興
を
命
じ
ま

す
。
そ
の
時
の
整
然
と
格
子
状
に

整
備
さ
れ
た
街
並
み
を
「
流
れ
」

と
呼
び
、現
在
の
山
笠
も
「
流
れ
」

が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
の
方
言
は
「
博
多
弁
」
で

す
。
そ
こ
で
「
博
多
に
わ
か
」
を

ひ
と
つ
。

　
「
武
内
宿
祢
」
は
「
不
老
水
」
ば

飲
ん
で
3
0
0
歳
ま
で
生
き
、
5

代
の
天
皇
に
仕
え
た
と
言
わ
れ
と

る
ば
っ
て
ん
。
本
人
は
謙
遜
し
て

言
い
な
っ
た
。「
わ
し
は
武
内
宿
祢

（
す
く
ね
＝
少
ね
ぇ
）
じ
ゃ
」
と
。

塁
の
効
果
が
あ
り
上
陸
を
阻
止
。

海
上
に
退
か
せ
ま
す
。
そ
の
時
、

再
度
暴
風
雨
が
や
っ
て
き
て
連
合

軍
は
壊
滅
状
態
と
な
り
全
軍
撤
退

し
ま
し
た
。

そ
の
3
、「
元
寇
の
歌
」
に
泣
か

さ
れ
る

　
昭
和
15
年
（
1
9
4
0
）、
私

は
福
岡
県
内
の
片
田
舎
か
ら
福
岡

市
の
小
学
校
に
転
校
し
て
来
ま
し

た
。活
気
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
し
た
。

先
生
が
突
然
大
き
な
声
で
歌
い
始

め
る
と
皆
も
大
声
で
歌
い
ま
し

た
。
初
め
て
聞
く
歌
で
、
私
一
人

ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い
ま
し
た
。
歌

い
終
わ
っ
た
友
達
が
一
斉
に
私
に

駆
け
寄
り
「
元
寇
の
歌
も
知
ら
ん

の
か
。
非
国
民
」
と
は
や
し
立
て

ま
す
。
私
は
半
べ
そ
か
い
て
耐
え

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
そ
の
歌
を
見
つ

け
ま
し
た
。

　
　
四
百
余
州
を
挙こ
ぞ
る

　
　
　
十
万
余
騎
の
敵

　
　
国
難
こ
こ
に
見
る
弘
安
四
年

　
　
　
夏
の
こ
ろ

　
　
な
ん
ぞ
怖
れ
ん

　
　
　
我
に
鎌
倉
男
児
あ
り

　
　
正
義
武
断
の
名
一
喝
し
て

　
　
　
世
に
示
す

　
2
番
、3
番
…
と
続
き
ま
す
が
、

難
し
い
歌
詞
で
す
。
多
分
、
博
多

湾
に
接
す
る
福
岡
市
の
小
学
校
の

み
が
歌
っ
て
い
た
歌
と
思
わ
れ
ま

す
。
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栗
山
侍
ジ
ャ
パ
ン
！！ 

世
界
一
の
感
動
あ
り
が
と
う

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

　
「
マ
イ
ク
・
ト
ラ
ウ
ト
、
空
振

り
、
サ
ン
シ
ー
ン
」
球
場
内
の

マ
イ
ク
か
ら
流
れ
る
声
も
、
一

瞬
に
し
て
歓
喜
の
声
に
か
き
消

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
5
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル・ク
ラ
シ
ッ
ク
（
W
B
C
）

は
、
野
球
王
国
、
米
フ
ロ
リ

ダ
州
マ
イ
ア
ミ
の
ロ
ー
ン
デ

ポ
・
パ
ー
ク
で
決
勝
戦
が
行
わ

れ
、
日
本
代
表
「
侍
ジ
ャ
パ

ン
」
が
米
国
に
3
対
2
で
勝
利
、

2
0
0
9
年
の
第
2
回
大
会
以

来
、
3
大
会
ぶ
り
に
3
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
世
界
一
と
な
り

ま
し
た
。

　
決
勝
戦
の
最
後
に
こ
ん
な
巡

り
合
わ
せ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

米
国
の
現
役
最
強
打
者
で
主
将

の
マ
イ
ク
・
ト
ラ
ウ
ト
選
手
と
、

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
大
谷
翔
平
投
手

と
の
対
決
。
し
か
も
エ
ン
ゼ
ル

ス
の
仲
間
同
士
の
対
決
で
す
。

誰
も
が
息
を
の
む
試
合
の
場
面

で
の
三
振
。
そ
の
瞬
間
大
谷
選

手
は
グ
ラ
ブ
と
キ
ャ
ッ
プ
を
思

い
切
り
放
り
投
げ
何
か
大
き
く

叫
び
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
か
ら
栗

山
監
督
や
選
手
た
ち
が
駆
け
寄

り
、
抱
き
合
い
、
あ
っ
と
い
う

間
に
拡
が
る
歓
喜
の
渦
。
侍
ジ
ャ

パ
ン
の
選
手
が
ヒ
ー
ロ
ー
に

な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
日
本
国

内
で
は
歓
声
と
熱
狂
で
沸
き
に

わ
き
ま
し
た
。

　
私
は
思
わ
ず
「
バ
ン
ザ
ー
イ
、

バ
ン
ザ
ー
イ
、
栗
山
監
督
、
侍

ジ
ャ
パ
ン
の
皆
さ
ん
、
世
界
一

の
感
動
を
あ
り
が
と
う
」
と
叫

ん
で
い
ま
し
た
。

　
試
合
終
了
後
、
キ
ラ
キ
ラ
輝

く
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
掲
げ
て

の
記
念
撮
影
。
ど
の
選
手
も
い

い
笑
顔
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
昨
今
の
社
会
情
勢
は
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
、
物
価

高
、
安
倍
元
総
理
に
続
い
て
岸

田
総
理
の
襲
撃
事
件
、
コ
ロ
ナ

も
ま
だ
ま
だ
治
ま
っ
て
な
く
て

暗
い
世
相
の
中
で
、
W
B
C
世

界
一
の
快
挙
は
私
た
ち
に
一
服

の
清
涼
剤
の
よ
う
に
、
明
る
く

楽
し
く
希
望
を
与
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。
日
本
中
の
人
々
が
心

か
ら
喜
び
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
。

　
私
は
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
試
合
か

ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
れ
は
あ
き
ら
め
な
い

こ
と
と
信
じ
抜
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
メ
キ
シ
コ
戦
の
9
回

裏
、
大
谷
選
手
が
2
塁
打
を
放

ち
、
不
振
だ
っ
た
村
上
選
手
が

セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
の
2
塁
打

で
、
大
谷
、
周
東
の
両
選
手
が

ホ
ー
ム
に
帰
り
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

を
し
た
試
合
で
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
大
谷
選
手
が
振
り
返
る
と
、

も
う
そ
こ
に
周
東
選
手
が
来
て

い
て
「
人
生
の
中
で
一
番
速
く

走
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
負
け
試
合
の
中
で
栗
山

監
督
は
じ
め
選
手
全
員
が
あ
き

ら
め
ず
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
勢
、

さ
ら
に
不
振
だ
っ
た
村
上
選
手

を
信
じ
抜
い
た
監
督
と
選
手
た

ち
、
何
よ
り
も
忍
耐
強
く
己
を

信
じ
切
っ
た
村
上
選
手
本
人
。

す
ば
ら
し
い
ド
ラ
マ
で
す
。

　
優
勝
戦
で
も
試
合
の
前
の
円

陣
の
声
出
し
で
、
大
谷
選
手
が

「
今
日
だ
け
は
憧
れ
る
の
は
、
や

め
ま
し
ょ
う
。
僕
ら
は
ト
ッ
プ

に
な
る
た
め
に
き
た
の
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
試
合
に
の
ぞ
み
ま
し

た
。
そ
の
憧
れ
が
優
勝
し
て
誉

を
つ
か
み
と
り
ま
し
た
。
こ
の

試
合
で
監
督
は
「
ム
ネ
に
任
せ

よ
う
」
と
村
上
選
手
を
は
ず
さ

な
か
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
最
大
の
功
労

者
は
栗
山
監
督
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
入
り
し
た
時
に
選
手
一
人

ひ
と
り
に
手
紙
を
渡
さ
れ
選
手

が
思
う
存
分
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
と
采
配
を
し
た
監
督
、

日
本
ハ
ム
時
代
か
ら
絆
が
あ
る

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
投
手
、
大
谷
選

手
と
の
関
わ
り
方
、
ま
た
大
谷

選
手
の
人
間
性
も
あ
ふ
れ
で
て

い
ま
し
た
。
全
て
が
相
手
を
尊

重
し
て
の
発
言
と
行
動
、
こ
ん

な
孫
が
居
た
ら
い
い
な
ぁ
と
一

瞬
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
栗
山
監
督
が
選
手
に
送
っ
た

「
チ
ー
ム
が
日
本
代
表
で
は
な
く

て
、
あ
な
た
が
日
本
代
表
で
す

よ
」
の
言
葉
に
相
手
を
尊
敬
し

侍
ジ
ャ
パ
ン
が
一
致
団
結
し
た

の
は
、
監
督
の
人
間
性
だ
と
受

け
止
め
ま
し
た
。
全
て
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
世
界
一
の
感
動

を
あ
り
が
と
う
。
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第 33回

名
島
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

茅
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
明
石
　
日
出
美

次
代
に
つ
な
ぐ
数
々
の
歴
史

　
名
島
小
学
校
の
南
80
㍍
の
丘

陵
地
（
名
島
4
丁
目
）
で
初
期

の
前
方
後
円
墳
が
宅
地
造
成
中

に
発
見
さ
れ
、
昭
和
54
年
と
昭

和
61
年
の
2
度
に
わ
た
る
調
査

の
結
果
、
古
墳
時
代
前
期
の
早

い
段
階
の
も
の
と
判
明
し
、
名

島
古
墳
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
副
葬
品
と
し
て
、
三
角
縁

神
獣
鏡
や
鉄
剣
・
土
器
・
赤
色

顔
料
な
ど
の
破
片
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。現
在
は
埋
め
戻
さ
れ
、

住
宅
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

名
島
校
区
で
は
、名
島
の
歴
史
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め「
故

郷
名
島
の
歴
史
」（
２
６
０
頁
）
を
平
成
17
年
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
名
所
・
旧
跡
を
4
ヵ
所
紹
介
し
ま
す
。

■
名
島
古
噴

■
名
島
の
天
然
記
念
物
・

　

帆
柱
石

■
名
島
城
跡

　
（
名
島
城
址
公
園
）

名島古墳名島古墳

　
名
島
黒
崎
海
岸
に
巨
大
な
円

柱
状
の
珪
化
木
が
9
個
横
た
わ

っ
て
い
ま
す
。
樹
木
が
化
石

化
し
た
も
の
で
、
古
第
3
紀

時
代
（
6
5
0
0
万
年
前
～

2
4
0
0
万
年
前
）
に
で
き

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
9

年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
で
は
、

神
功
皇
后
が

三
韓
よ
り
ご

帰
還
さ
れ
た

時
の
船
の
帆

柱
が
化
石
に

な
っ
た
も
の

と
い
う
伝
説

も
あ
り
ま
す
。

　
秀
吉
が
九
州
を
平
定
し
、
天

正
15
年
（
1
5
8
7
）
に
筑
前

　
現
在
の
名
島
橋
は
昭
和
8
年
3

月
完
成
。
全
長
2
0
4
㍍
、
全
幅

24
㍍
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー

チ
橋
で
、
欄
干
は
徳
山
産
の
御
影

石
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
中

は
爆
撃
を
避
け
る
た
め
コ
ー
ル
タ

ー
ル
で
黒
く
塗
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
現
在
の

よ
う
に
復
元
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
6
年
、
名
島
橋
よ
り
4
年

早
く
架
け
ら
れ
た
同
じ
構
造
の
ア

ー
チ
橋
で
あ
る
新
潟
県
の
萬
代
橋

（
国
の
重
要
文
化
財
）
と
兄
弟
橋

の
縁
組
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
30
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
橋
は
3
代
目
で
、
初

代
の
名
島
橋
は
文
禄
元
年

（
1
5
9
2
）
小
早
川
隆
景
が
造

り
、
文
政
11
年
（
1
8
2
8
）
ま

で
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

2
代
目
の
名
島
橋
（
木
橋
）
は
明

治
43
年
（
1
9
1
0
）
県
知
事
の

認
可
を
受
け

て
、
多
々
良
村

が
地
元
有
志
の

協
力
を
得
て
造

り
、
昭
和
8
年

ま
で
あ
り
ま
し

た
。

黒崎海岸黒崎海岸

の
国
主
と
な
っ

た
小
早
川
隆
景

が
、
水
軍
力
を

生
か
せ
る
海
城

と
し
て
、
翌
年

12
月
に
名
島
城
を
築
き
入
城
し

ま
し
た
。
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の

丸
で
構
成
さ
れ
た
当
時
と
し
て

は
か
な
り
大
規
模
な
城
で
し
た
。

　
秀
吉
は
文
禄
元
年（
1
5
9
2
）

朝
鮮
出
兵
の
前
線
基
地
で
あ
る

名
護
屋
城
へ
向
か
う
途
上
の
4

月
21
日
か
ら
3
日
間
、
名
島
城
に

立
ち
寄
り
博
多
町
衆
と
軍
事
物

資
や
船
の
調
達
、
兵
糧
補
給
な
ど

の
相
談
を
し
ま
し
た
。
ま
た
妙
見

島
で
衆
と
茶
会
を
催
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
井
戸
が
現
存
し
て

い
ま
す
。

　
慶
長
5
年
（
1
6
0
0
）
黒
田

長
政
が
名
島
城
に
入
城
す
る
も
、

翌
年
名
島
城
の
石
垣
、
櫓
な
ど
を

福
岡
の
地
に
運
び
、
福
岡
城
を
築

城
す
る
と
名
島
城
は
廃
城
と
な
り

ま
し
た
。

　
地
元
で
は
、
以
前
か
ら
本
丸
跡

の
公
園
化
を
福
岡
市
に
要
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
長
年
に
わ
た
る
発

掘
調
査
を
経
て
、
平
成
24
年
4
月

に
名
島
城
址
公
園
が
誕
生
し
ま
し

た
。
園
内
の
臥
龍
桜
が
多
く
の
花

見
客
を
誘
っ
て
い
ま
す
。

■
国
の
登
録
有
形
文
化
財
・

　

名
島
橋

太閤秀吉公太閤秀吉公
茶遊井戸跡茶遊井戸跡

木橋木橋
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28 高齢者の社会参加を促進するため、交通費の一部を助成する高齢者の社会参加を促進するため、交通費の一部を助成する
高齢者乗車券を交付しています。高齢者乗車券を交付しています。

令和5年度

福岡市交通用福祉 IC カード

・毎年申請が必要です。
・申請は郵送またはオンラインで行います。
・申請受付後は 9月下旬頃から順次、高齢者乗車券の交付を行います。
・手続き方法は、福岡市政だより令和 5年 7月 15 日号をご覧ください。

❶福岡市交通用福祉 IC カード
❷タクシー助成券
❸福岡市営渡船　乗船引換券
❹今宿姪浜線乗合バスなぎさ号回数乗車券
❺早良区大字西地区乗合タクシー回数乗車券
❻曲渕線乗合乗合タクシー回数乗車券
❼オンデマンド交通チョイソコふくおか乗車券

乗車券の種類

交付額（所得区分と申請された月によって交付額が変わります）
申請月 7 〜 12 月 翌年１〜 3 月 翌年４〜６月 翌年７〜９月

介護保険料所得段階 1 〜 5 の人 12,000 円 9,000 円 6,000 円 3,000 円
介護保険料所得段階 6 〜 7 の人 8,000 円 6,000 円 4,000 円 2,000 円

対象となる人（下記の❶❷いずれも満たす方に年 1回交付します）
❶市内に住民登録をされている満 70 歳以上の方
❷令和 5 年度介護保険料の所得段階が１〜 7 の方
　（7 月中旬に区役所からお送りしている介護保険料納入通知書でご確認いただけます）
※福祉乗車券（証）の対象者には交付されません。

高齢者乗車券郵送受付センター【問い合わせ先】 TEL：0120-502-633
FAX：0120-880-219

7 種類の中から、ご希望の 1 種類を選べます。券種の変更はできません。

7 月中旬から令和 5年度の申請手続きが始まります

（平日�午前 9時〜午後 5時）
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び
わ
の
実
の
熟
れ
る
を
待
ち
て
鳥
の
来

三
苔
校
区　

三
苔
第
一
ク
ラ
ブ�

落
石　
ふ
じ
子

朝
散
歩
可
憐
に
花
つ
け
ア
マ
ポ
ー
ラ

美
和
台
校
区　

明
寿
会�
中
野　
茂　
　

若
葉
し
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
球
弾
む

美
和
台
校
区　

明
寿
会�

安
河
内　
福
雄

人
の
世
は
大
河
の
一
滴
天
の
川

和
白
東
校
区　

中
二
髙
寿
会�

空
閑　
昭
蔵　

眩
し
白
立や

ま
花
山
の
尾
根
据す

え
夏
の
雲

和
白
東
校
区　

レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
第
一
高
寿
会

�

髙
木　
厚
子　

あ
の
ベ
ン
チ
吾
子
の
手
を
引
く
ソ
ー
ダ
水

香
椎
校
区　

浜
男
ク
ラ
ブ�

竹
内　
鉦
男　

摘
芯
し
大
玉
ス
イ
カ
の
夢
を
見
る

香
椎
校
区　

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

田
中　
勇　
　

久
し
ぶ
り
花
火
の
舞
の
な
つ
か
し
さ

香
椎
校
区　

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

大
木　
英
二　

夏
霧
や
防さ

き
も
り人

歌
碑
の
残
る
島

香
椎
下
原
校
区　

み
ど
り
の
会�

中
野　
弘
子　

秋
時
雨
さ
け
刻と

き

あ
づ
く
地
下
茶
房

香
椎
東
校
区　

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

柳
瀬　
敏
子　

盂う
ら
ぼ
ん

蘭
盆
に
集
い
し
子
ら
と
囲
む
膳

香
椎
下
原
校
区　

み
ど
り
の
会�

大
西　
弘　
　

患
う
て
奈
落
に
掴
む
志
賀
の
虹

香
椎
下
原
校
区　

た
ち
ば
な
会�

西
岡　
俊
明　

短
夜
の
夢
か
ら
覚
め
て
ひ
と
り
笑
む

香
椎
東
校
区　

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下　
聖
夫　

駆
け
抜
け
て
虹
の
重
な
る
水
法
被

香
椎
東
校
区　

シ
ニ
ア
若
楠
会�

田
中　
よ
し
江

も
み
海
苔
の
黒
一
と
つ
ま
み
と
ろ
ろ
汁

香
椎
東
校
区　

綾
杉
会�

木
下　
美
都
子

夕
立
の
公
園
ベ
ン
チ
に
黒
帽
子

香
椎
東
校
区　

シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
野　
博　
　

菜
園
の
曲
り
胡
瓜
の
又
美
味
し

香
椎
東
校
区　

シ
ニ
ア
若
楠
会�

町
田　
義
郎　

す
す
き
の
穂
風
に
ゆ
ら
れ
て
旅
に
出
る

香
椎
東
校
区　

綾
杉
会�

本
居　
慶
子　

水
垂
る
る
葉
の
裏
側
に
蟻
二
匹

香
椎
東
校
区　

み
な
わ
会�

安
村　
眞　
　

年
よ
り
の
町
に
泳
ぐ
よ
こ
い
の
ぼ
り

香
椎
東
校
区　

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

岩
波　
靖
子　

春
風
に
歌
声
渡
る
宮
の
台

香
椎
東
校
区　

シ
ニ
ア
若
楠
会�
西
丸　
光
明　

老
騎
手
の
放
つ
鏑
矢
夏
の
蝶

香
椎
東
校
区　

勅
使
道
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
香
寿
会

�

平
田　
満
穂　

鷺
草
の
こ
こ
ろ
奪
わ
る
白
さ
か
な

城
浜
校
区　

ひ
ま
わ
り
会�

増
山　
好　
　

汗
に
じ
む
か
ち
か
ち
タ
オ
ル
身み体
を
冷
や
し

城
浜
校
区　

長
寿
会�

藤　
　
美
佐
子

鉢
植
え
の
野
菜
嬉
し
や
作
り
雨

城
浜
校
区　

長
寿
会�

田
中　
公
義　

季
節
感
ど
う
で
も
い
い
と
春
花
火

城
浜
校
区　

長
寿
会�

田
中　
由
美
子

猛
暑
日
に
涼
し
さ
感
じ
る
30
℃

青
葉
校
区　

リ
ー
フ
タ
ウ
ン
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ�

林　
　
憲
秀

静
け
さ
に
夜
引
き
寄
せ
る
青
葉
木
菟

青
葉
校
区　

第
二
み
ど
り
会�

石
井　
忠
彰　

も
う
少
し
喪
服
の
ま
ま
で
秋
さ
び
し

青
葉
校
区　

第
二
み
ど
り
会�

上
野　
幸
吉　

風
鈴
の
音
か
ろ
き
か
な
伊
万
里
焼

青
葉
校
区　

第
二
み
ど
り
会�

竹
内　
敏
惠　

梓
若
葉
陽
差
し
こ
ぼ
る
る
石
だ
た
み

青
葉
校
区　

第
二
み
ど
り
会�

吉
岡　
桂
子　

ド
ン
と
鳴
り
川
面
に
映
る
大
花
火

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会�

田
中　
聰
美　

永
き
人み

ち生
い
つ
ま
で
続
く
五
月
雲

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会�

三
津
間　
洋
一

摘
ん
だ
手
に
香
り
う
つ
り
し
ヤ
マ
ハ
ギ
や

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会�

花
井　
雄
一　

薔
薇
を
背
に
集
合
写
真
ハ
イ
チ
ー
ズ

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会�

井
上　
佐
智
子

ぱ
ち
ぱ
ち
と
夜
を
彩
る
花
火
か
な

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会�

今
藤　
勲　
　

マ
ス
ク
さ
り
街
に
笑
顔
と
五
月
晴

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会�

松
尾　
修
三　

清
き
水
好
む
蛍
の
住
め
ぬ
世
に

青
葉
校
区　

土
井
団
地
第
二
区
明
生
会�

國
貞　
恒
夫　

父
の
忌
は
夏
草
美
し
き
頃
に
来
る

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会�

田
中　
京
子　

名
島
橋
卒
寿
迎
え
る
五
月
か
な

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会�

田
中　
友
春　

桜
さ
き
出
会
い
と
別
れ
音
も
な
く

名
島
校
区　

第
一
健
寿
会�

大
坪　
耕
一
郎

雷
や
足
跡
の
こ
す
倒
木
に

名
島
校
区　

ソ
ロ
ン
名
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

佐
藤　
幸
晴　

色
褪
せ
し
地
蔵
腹
掛
け
秋
深
む

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会�
荻
原　
渥
美　
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耐
え
が
た
き
猛
暑
の
季
節
ま
た
来
そ
う

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会�

満
生　
弘
子　

炎
天
や
梯
子
の
上
の
剪
定
士

馬
出
校
区　

第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田　
義
弘　

水
打
っ
て
よ
き
体
調
の
足
洗
ふ

馬
出
校
区　

第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田　
久
子　

車
窓
よ
り
つ
づ
く
稲
穂
の
な
み
打
っ
て

馬
出
校
区　

第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

永
尾　
静
子　

コ
ス
モ
ス
へ
母
を
連
れ
出
し
車
椅
子

馬
出
校
区　

第
一
寿
栄
会�
下
川　
孝
代　

秋
の
潮
ス
ー
っ
と
こ
ち
ら
へ
水
鳥
十
羽

城
浜
校
区　

さ
つ
き
会�

小
嶋　
華
代　

西
の
海
洋
上
は
る
か
沈
む
太ひ陽
よ

真
赤
に
焦
が
す
夏
の
夕
暮
れ

美
和
台
校
区　

明
寿
会�

中
野　
茂　
　

孫
二
人
柱
の
キ
ズ
で
背
く
ら
べ

越
す
の
は
い
つ
か
測
る
う
れ
し
さ

美
和
台
校
区　

明
寿
会�

安
河
内　
福
雄

生
み
慣
れ
て
共
に
過
し
た
五
十
年

笑
顔
の
花
束
背
に
受
け
る

美
和
台
校
区　

美
和
会�

西
牟
田　
宜
子��

集
ひ
来
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
仲
間
た
ち

小
鳥
囀
る
新
緑
の
朝

和
白
東
校
区　

和
白
３
丁
目
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
親
和
会

�

福
田　
房
子　

推
理
す
る
果
た
し
て
誰
か
ゴ
ン
ギ
ツ
ネ

玄
関
前
に
タ
ケ
ノ
コ
あ
り
て

和
白
東
校
区　

第
一
明
生
会�

続
田　
春
男　

甘
き
か
な
新
玉
ね
ぎ
の
ど
ん
ぶ
り
は

た
ま
ご
に
絡
む
妻
の
思
い
も

香
椎
校
区　

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

田
中　
勇　
　

待
っ
て
た
ぞ
香
椎
の
空
に
咲
く
花
と

大
音
量
に
上
げ
る
歓
声

香
椎
校
区　

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

大
木　
英
二　

食
い
初
め
の
絵
柄
さ
や
か
な
ポ
ッ
ポ
膳

遥
か
に
な
り
て
孫
は
十
八

香
椎
東
校
区　

若
杉
会�

大
宅　
弘
子　

蚊
の
声
に
線
香
焚
い
て
ス
プ
レ
ー
し
て

項
を
刺
さ
れ
口
惜
し
が
る
妻

香
椎
東
校
区　

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下　
聖
夫　

米
寿
よ
り
卒
寿
ま
で
の
四
季
三
巡

混
迷
な
る
世
に
余
命
縮
ま
む

香
椎
東
校
区　

香
友
会�

宮
邉　
政
城　

暑
い
朝
ベ
テ
ラ
ン
友
の
顔
見
れ
ば

今
日
も
や
ろ
う
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

香
椎
東
校
区　

綾
杉
会�

本
居　
慶
子　

夏
ま
で
に
「
一
本
の
鉛
筆
」
お
ぼ
え
た
し

家
事
の
あ
い
ま
に
ス
マ
ホ
を
聴
い
て

香
椎
東
校
区　

み
な
わ
会�

小
島　
ム
ツ　

マ
ス
ク
し
て
挨
拶
交
わ
し
通
り
過
ぎ

今
の
は
誰
か
思
い
巡
ら
す

香
椎
東
校
区　

み
な
わ
会�
竹
下　
正
見　

白
銀
の
光
り
輝
く
す
す
き
の
穂

背
を
並
べ
て
見
る
湯
布
の
草
原

香
椎
東
校
区　

綾
杉
会�

栗
川　
賜
郎　

大
谷
の
笑
顔
見
た
さ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
合
わ
す

老
い
に
し
吾
の
心
の
サ
プ
リ

香
椎
東
校
区　

み
な
わ
会�

原
田　
千
恵
子

半
世
紀
経
っ
た
日
数
の
う
れ
し
さ
に

夏
期
に
ま
た
逢
う
杏
の
館

城
浜
校
区　

さ
つ
き
会�

竹
下　
伊
都
子

き
り
ぎ
り
す
鳴
き
声
聞
き
つ
今
日
の
日
を

夕
焼
の
空
染
ま
り
て
あ
る
く

城
浜
校
区　

さ
つ
き
会�

小
島　
華
代　

曼
珠
沙
華
染
ま
る
秋
の
そ
こ
行
け
ば　

田
ん
ぼ
の
水
も
ふ
わ
ふ
わ
ゆ
れ
て

城
浜
校
区　

ひ
ま
わ
り
会�

増
山　
好　
　

歩
み
ま
だ
た
し
か
な
方
と
思
へ
ど
も

横
断
歩
道
の
長
き
に
焦
る

舞
松
原
校
区　

高
寿
会�

伊
藤　
文
枝　

母
の
日
の
子
供
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

カ
ー
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
元
気
倍
増

城
浜
校
区　

さ
つ
き
会�

志
和　
ケ
イ
子

毎
日
の
マ
ン
ネ
リ
脱
し
グ
ラ
ブ
振
り

秋
空
の
も
と
今
日
も
さ
わ
や
か

城
浜
校
区　

長
寿
会�

矢
ヶ
部　
照
美

い
く
あ
ま
た
輝
く
星
を
見
上
ぐ
れ
ば

い
ず
こ
よ
り
来
る
ク
チ
ナ
シ
の
香

青
葉
校
区　

土
井
団
地
第
二
区
明
生
会�

吉
田　
由
利
子

公
園
の
夏
草
伸
び
て
清
掃
も

友
と
集
う
日
楽
し
み
に
待
つ

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会�

太
田　
光
枝　

古
写
真
李
を
口
に
笑
み
の
顔

病
の
友
に
絵
て
が
み
を
か
く

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会�

田
中　
聰
美　

バ
ラ
の
香
に
マ
ス
ク
は
ず
し
深
呼
吸

青
空
さ
え
て
笑
顔
広
が
る

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会�

井
上　
佐
智
子

汗
の
滴
が
の
ど
を
潤
す

暑
さ
に
も
負
け
ず
に
駆
け
る
子
供
ら

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会�

今
藤　
勲　
　

茶
席
に
臨
み
し
我
に
夏
風
の

一
服
の
薫
り
今
の
時
代
を
聞
く

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会�

松
尾　
修
三　

道
ば
た
に
可
憐
な
小
花
さ
か
せ
て
も

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
と
は
あ
～
こ
れ
如
何

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会�

横
溝　
亮
一　
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障
害
を
こ
え
て
受
賞
の
慶
び
や

祝
賀
の
宴
笑
顔
賛
々

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会�

満
生　
弘
子　

花
び
ら
を
白
く
広
げ
て
山
法
師

清
楚
な
花
は
吾
の
憂
さ
を
解
く

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会�

真
鍋　
峰
子　

茶
筅
置
き
え
と
の
茶
器
に
て
飲
み
ほ
す
と

か
け
が
え
の
な
い
き
ょ
う
の
し
あ
わ
せ

東
箱
崎
校
区　

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ�

浦
上　
通
代　

自
ら
に
男
盛
り
は
百
か
ら
と

言
い
聞
か
せ
て
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
百
回

馬
出
校
区　

第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

板
谷　
𠮷
秀　

博
多
弁
の
訛
や
さ
し
く
福
岡
の

暮
し
に
馴
染
み
て
解
れ
る
心

馬
出
校
区　

第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

鈴
山　
好
子　

名
島
を
ば
終
の
住
処
と
決
め
し
日
よ

石
炭
で
栄
え
た
故
郷
恋
し

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会�

田
中　
友
春　

恥
じ
ゃ
な
い
宇
宙
飛
行
士
も
紙
パ
ン
ツ

和
白
校
区　

和
白
第
二
明
生
会　

�

花
田　

豊　
　

コ
ロ
ナ
禍
が
行
事
中
止
で
早
四
年

美
和
台
校
区　

明
寿
会　

�

中
野　

茂　
　

プ
ロ
野
球
主
審
の
ジ
ャ
ッ
ジ
も
リ
ク
エ
ス
ト

美
和
台
校
区　

明
寿
会　

�

安
河
内　

福
雄

秋
来
れ
ば
顔
半
分
が
マ
ス
ク
焼
け

美
和
台
校
区　

美
和
会　

�

西
牟
田　

宜
子

ク
リ
ミ
ア
が
皇
帝
プ
ー
チ
ン
の
欲
育
て

美
和
台
校
区　

美
和
会　

�

藤
本　

昇　

難
問
の
答
え
を
メ
モ
る
昔
女
子

香
椎
校
区　

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

大
木　

英
二　

マ
ス
ク
と
れ
ば
ど
な
た
様
か
と
尋
ね
ら
れ

香
椎
東
校
区　

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

�

山
下　

聖
夫　

ロ
シ
ア
軍
極
悪
囚
が
英
雄
に

香
椎
東
校
区　

シ
ニ
ア
若
楠
会　

�

西
野　

博　
　

ま
た
ミ
ス
る
完
璧
な
ん
て
こ
だ
わ
ら
ぬ

香
椎
東
校
区　

シ
ニ
ア
若
楠
会　

�

矢
澤　

伊
久
男

5
類
移
行
い
ま
だ
マ
ス
ク
手
放
せ
ず

香
椎
東
校
区　

シ
ニ
ア
若
楠
会　

�

町
田　

義
郎　

老
い
る
こ
と
あ
た
り
前
に
と
あ
き
ら
め
る

香
椎
東
校
区　

み
な
わ
会　

�

井
上　

和
彦　

た
か
ら
く
じ
ど
ち
ら
が
本
当
宝
・
多
空

香
椎
東
校
区　

み
な
わ
会　

�

安
村　

眞　
　

歳
老
い
て
人
恋
し
き
と
思
い
出
は

他
の
人
も
ま
た
同
じ
か
ら
ず
や

香
椎
東
校
区　

み
な
わ
会　

�

竹
下　

正
見　

愛
あ
る
か
老
々
介
護
で
試
さ
れ
る

香
椎
東
校
区　

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

�

岩
波　

靖
子　

嘉
納
師
は
「
自
他
共
栄
」
と
教
え
た
が

香
椎
東
校
区　

香
友
会　

�
工
藤　

正
彦　

う
な
ぎ
飯
も
り
も
り
食
べ
て
元
気
で
る

城
浜
校
区　

長
寿
会　

�

藤　
　

美
佐
子

こ
の
暑
さ
犬
も
散
歩
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

青
葉
校
区　

リ
ー
フ
タ
ウ
ン
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ�

林　

憲
秀　
　

マ
ス
ク
し
て
サ
ン
グ
ラ
ス
し
て
あ
ん
た
誰
？

青
葉
校
区　

第
二
み
ど
り
会　

�

石
井　

忠
彰　

枝
に
脱
ぎ
天
女
の
つ
も
り
の
蛇
の
衣

青
葉
校
区　

第
二
み
ど
り
会　

�

上
野　

幸
吉　

背
は
縮
み
孫
を
叱
る
も
上
を
む
く

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会　

�

太
田　

光
枝　

徘
徊
者
も
っ
と
遠
く
へ
冒
険
王

青
葉
校
区　

長
生
会　

�

三
津
間　

洋
一

あ
り
が
と
う

い
つ
も
そ
ば
に
い
て

う
れ
し
い
時
も
悲
し
い
時
も

え
が
お
忘
れ
ず

お
だ
や
か
に
過
ご
す
は
幸
多
し

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会�
古
野　
一
則　

五

行

歌

キ
リ
ギ
リ
ス
さ
っ
さ
歩
け
と
米
寿
前

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会　

�

花
井　

雄
一　

老
つ
ど
い
楽
し
い
余
生
に
歯
止
め
な
し

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会　

�

井
上　

勇　
　

も
う
い
い
か
コ
ロ
ナ
の
次
は
何
が
来
る

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会　

�

今
藤　

勲　
　

共
白
髪
あ
れ
、
こ
れ
、
そ
れ
で
分
か
り
合
え

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会　

�

古
野　

一
則　

あ
・
い
つ
か
ら
消
毒
液
が
消
え
て
い
る

青
葉
校
区　

青
葉
長
生
会　

�

横
溝　

亮
一　

孫
想
う
花
の
名
を
書
き
種
を
採
る

青
葉
校
区　

第
三
み
ど
り
会　

�

前
田　

ア
サ
エ

海
隔
て
ヒ
グ
マ
白
熊
爪
を
砥
ぐ

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会　

�

田
中　

友
春　

永
田
町
叩
け
ば
ほ
こ
り
の
出
る
議
員

名
島
校
区　

第
一
健
寿
会　

�

大
坪　

耕
一
郎

こ
わ
い
も
の
ミ
サ
イ
ル
プ
ー
チ
ン
う
ち
の
バ
バ

名
島
校
区　

ソ
ロ
ン
名
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

藤
井　

南
海
男

新
緑
も
、
盛
夏
を
耐
え
て
紅
葉
へ

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会　

�

満
生　

弘
子　

W
B
C
に
八
十
路
の
ば
あ
さ
ん
熱
狂
す

名
島
校
区　

第
五
健
寿
会　

�

真
鍋　

峰
子　

冷
房
を
使
え
と
言
う
て
切
り
に
来
る

東
箱
崎
校
区　

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ�

江
﨑　

征
二　
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こ
の
た
び
は
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
へ
広
告
の
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

　
初
め
ま
し
て
、
今
号
か
ら
広

報
部
長
と
な
り
ま
し
た
青
葉
校

区
の
古
野
一
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ

り
」
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
各
句
を
は
じ
め
文
芸
・
随

想
欄
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
皆
さ
ま
方
の
多
数
の

投
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
対
し

ま
し
て
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
心
に
響
く
物
事
を
各
句
な
ど

に
表
現
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の

生
活
と
人
生
に
対
し
て
心
を
癒

す
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
ま
だ
厳
し
さ
諸
情
勢
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
は
自
ら
を

少
し
で
も
省
み
る
事
の
で
き
る

時
期
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
様
が
健
康
で
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

す
。（

広
報
部
長
　
古
野
　
一
則
）

青木　豊子青木　豊子さんさん
【香椎浜校区】【香椎浜校区】

松山 正二郎松山 正二郎さんさん
【美和台校区】【美和台校区】

9292歳歳 9898歳歳

　今回の最高齢者は以下のお 2人です。　今回の最高齢者は以下のお 2人です。
年齢を感じさせない若々しい歌声でした。年齢を感じさせない若々しい歌声でした。

第 15回東区高齢者

　12 月 22 日（木）第 15 回東区高齢者カラオケ大会を東市民センターホー　12 月 22 日（木）第 15 回東区高齢者カラオケ大会を東市民センターホー
ルにて実施しました。ルにて実施しました。
　当日は、33 組が出演し自慢の歌声を披露。広い会場でのびのびと歌って　当日は、33 組が出演し自慢の歌声を披露。広い会場でのびのびと歌って
いました。皆さんの力強い歌声に会場からは大きな拍手が贈られました。いました。皆さんの力強い歌声に会場からは大きな拍手が贈られました。

プロ並みの歌声でプロ並みの歌声で
会場を魅了会場を魅了

カ
ラ
オ
ケ
大
会

堂
々
堂
々
とと

声声
高
く
高
く

艶艶
や
か
に

や
か
に


